
評価の変更について 

 

【変更前】 

（令和２年度第３回環境審議会資料より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【変更後】 

評価Ｓ：目標年度における目標を大幅に上回る状況である。 

   評価Ａ：目標年度における目標を上回る状況である。 

   評価Ｂ：目標年度における目標達成に向けて順調な状況である。 

   評価Ｃ：目標年度における目標達成に概ね順調な状況だが、一部改善の余地がある。 

評価Ｄ：目標年度における目標達成に向けて遅れがみられる状況であり、必要に 

応じて取組等を見直す必要がある。 

評価Ｅ：目標年度における目標達成が困難な状況であり、取組等を見直す必要がある。 

 

●評価について 

 ・この項目では、状態指標を中心に施策の進捗状況と併せて総合的に評価しており、今

後の方針を示しています。 

 ・評価については状態指標の数値を中心として、評価していきます。評価基準は以下の

とおり。 

  評価Ｓ：目標年度における目標を上回る状況である。 

評価Ａ：目標年度における目標達成に向けて順調な状況である。 

評価Ｂ：目標年度における目標達成に概ね順調な状況だが、一部改善の余地がある。 

評価Ｃ：目標年度における目標達成に向けて遅れがみられる状況であり、必要に 

応じて取組等を見直す必要がある。 

評価Ｄ：目標年度における目標達成が困難な状況であり、取組等を見直す必要がある。 

資料２ 


